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 （原 著） 

•探索行動の初期的状況と心理学的輔生工作 －重度・重複障害事例を手掛かりとして－  

土谷良巳・高杉弘之 １－９  

•自閉児の言語と文字について  玉井収介 １１－１７  

•脳性まひ児の歩行動作改善に関する一考察－ビデオ動作分析装置を利用して－  笹本健 

１９－２５  

•精神薄弱児の教育的処遇に関する比較研究（Ｉ）－ＷＩＳＣ－Ｒを指標として－  位頭

義仁・金子健 ２７－３３  

•手指機能の人間行動生物学的分析  馬岡清人 ３５－４１  

•音刺激が精神薄弱児の呼吸に及ぼす影響  中村均 ４３－４８  

•言語発達遅滞児のコミュニケーション行動に関する研究（ＩＩ） －スクリーニング用Ｃ

ＬＣＤ作成の試み－  長澤泰子・斎藤美麿・大石益男 ４９－５５  

•聴覚障害児の作文の分析－格助詞－  我妻敏博 ５７－６５  

•入院喘息児の比較心理に関する一考察  矢吹和美 ６７－７４  

•重度・重複障害児の接近行動に関する一考察  高杉弘之・大坪明徳 ７５－８２  

•聴覚障害児の発話  星名信昭 ８３－８９  

•音響誘導による視覚障害児の歩行・走運動  宮地力・神田英治・小林一敏・伊藤忠一 ９

１－９７  

•自閉児に対する視覚言語訓練について（２）－仮名文字の導入，漢字との比較－  東條

吉邦 ９９－１０５  

•精神薄弱児における音声模倣行動の形成に関する研究  緒方登士雄・大友昇・宮崎直男 

１０７－１１３  

•視覚障害児のパターン認識の発達とその指導（１）  小柳恭治・山梨正雄・千田耕基・

志村洋・山県浩 １１５－１２６ 


